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安全情報の表示について

当社では人身事故や財産の損害を避けるために，危険の程度に応じて下記のようなシグナルワードを用いて安全に関す

る情報を提供しています。記述内容を十分理解して機器を操作するようにしてください。

下記の表示およびシンボルは，そのすべてが本器に使用されているとは限りません。また，外観図などが本書に含まれる

とき，製品に張り付けたラベルなどがその図に記入されていない場合があります。

説明書中の表示について

回避しなければ，死亡または重傷に至る切迫した危険状況があることを警告しています。

回避しなければ，死亡または重傷に至る可能性がある潜在的危険について警告しています｡

回避しなければ，軽度または中程度の人体の傷害に至る可能性がある潜在的危険，または，

物的損害の発生のみが予測されるような危険状況について警告しています。

機器に表示または説明書に使用されるシンボルについて

機器の内部や操作箇所の近くに，または説明書に，安全上あるいは操作上の注意を喚起するための表示があります。

これらの表示に使用しているシンボルの意味についても十分理解して，注意に従ってください。

禁止行為を示します。丸の中や近くに禁止内容が描かれています。

守るべき義務的行為を示します。丸の中や近くに守るべき内容が描かれています。

警告や注意を喚起することを示します。三角の中や近くにその内容が描かれています。

注意すべきことを示します。四角の中にその内容が書かれています。

このマークを付けた部品がリサイクル可能であることを示しています。

MP1762D
誤り検出器

取扱説明書  （ＧＰＩＢプログラミング）

2004年（平成16年）３月22日（初　版）

                                                                                                                                                                              
・予告なしに本書の内容を変更することがあります。

・許可なしに本書の一部または全部を転載・複製することを禁じます。

Copyright © 2004, ANRITSU CORPORATION
Printed in Japan

   危険

   警告

   注意
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品質証明

アンリツ株式会社は，本製品が出荷時の検査により公表機能を満足することを証

明します。

品質保証

・ アンリツは，本ソフトウェアが付属のマニュアルに従った使用方法にもかかわら

ず，実質的に動作しなかった場合に，無償で補修または交換します。

・ その保証期間は，購入から 1 年間とします。

・ 補修または交換後の本ソフトウェアの保証期間は，購入時から一年内の残余の

期間，または補修もしくは交換後から 30 日のいずれか長い方の期間とします。

・ 本ソフトウェアの不具合の原因が，天災地変などの不可抗力による場合，お客

様の誤使用の場合，またはお客様の不十分な管理による場合は，保証の対象

外とさせていただきます。

また，この保証は，原契約者のみ有効で，再販売されたものについては保証しか

ねます。

アンリツ株式会社は，本製品の欠陥に起因する損害のうち，予見できない特別の

事情に基づき生じた損害およびお客様の取引上の損失については，責任を負い

かねます。

当社へのお問い合わせ

本製品の故障については，本説明書（紙版説明書では巻末，CD版説明書では別

ファイル）に記載の「本製品についてのお問い合わせ窓口」へすみやかにご連絡く

ださい。
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国外持出しに関する注意

1. 本製品は日本国内仕様であり，外国の安全規格などに準拠していない場

合もありますので，国外へ持ち出して使用された場合，当社は一切の責

任を負いかねます。

2. 本製品および添付マニュアル類は，輸出および国外持ち出しの際には，

「外国為替及び外国貿易法」により，日本国政府の輸出許可や役務取引

許可を必要とする場合があります。また，米国の「輸出管理規則」により，

日本からの再輸出には米国政府の再輸出許可を必要とする場合があり

ます。

本製品や添付マニュアル類を輸出または国外持ち出しする場合は，事前

に必ず弊社の営業担当までご連絡ください。

輸出規制を受ける製品やマニュアル類を廃棄処分する場合は，軍事用途

等に不正使用されないように，破砕または裁断処理していただきますよう

お願い致します。

商標・登録商標

「HP Basic」は Hewlett-Packard Company の登録商標です。

「HP」は Hewlett-Packard Company の登録商標です。

「ＭＳ-DOS」は Microsoft Corporation の登録商標です。

「Quick Basic」はマイクロソフト株式会社の登録商標です。
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MP1762D取扱説明書の構成

MP1762D 誤り検出器の取扱説明書は、下記の 2 冊で構成されています。利用目

的に合わせて使い分けてください。

MP1762D
取扱説明書の構成

機能・操作説明編

GPIBプログラミング

機能・操作説明編 ：MP1762D の概要、使用前の準備、パネル説明、規格、性

能、機能および操作法を解説してあります。

GPIBプログラミング ：MP1762D は IEEE488.2 対応機種ですので IEEE488.2
にもとづいたGPIBリモート制御について解説されています。

プログラム例は、HP9000 シリーズ用 HP-BASIC、マイクロ

ソフト社製 Quick Basic を適用しています。
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９章  デバイス・メッセージの詳細
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107）DSL 入力データ切り替え（Data SeLect）
■ 機　能 入力信号（Data，Data）の切り替えを行います。

ヘッダ プログラム 問い合わせ レスポンス （文字数）

DSL DSL△m DCD? DCD△m1,m2,m3,m4
m1 (FIX1)
m2 (FIX1)
m3 (FIX1)
m4 (FIX1)

■ m の値 0: DATA
1: NDATA
※ イニシャライズ時、電源投入時は DSL 0 状態で起動します。

■ コマンド種別 シーケンシャル・コマンド

■ 使用制限 次の設定条件の場合は、無効となります。

（1） Auto search を実施中の場合

（2） Eye margin 測定を実施中の場合

（3） FD にアクセスを実施中の場合

■ 使用例 プログラム： 入力信号の選択を Data に設定を行う場合

OUTPUT△700;”DSL△0”

問い合わせ： 入力信号が Data に設定されている場合

OUTPUT△700;”DCD?”
ENTER△700;B$
PRINT△B$

↓

DCD△0，0，0，0 を出力します。

問い合わせ時のレスポンスパラメータは次の通りです。

DCD△m1,m2,m3,m4
m1:DATA/NDATA（0:DATA／1:NDATA）

m2:Tracking/Adjust
（0:Tracking/Adjust OFF／1:Tracking ON／2: Adjust ON／-1:無効）

m3:Single/Differential（0:Single／1:Differential）
m4:Term. Condition（0:Single/50Ω／1:Differential/100Ω）
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９章  デバイス・メッセージの詳細
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108）DAC Tracking/Adjust操作の選択（Data tracking/Adjust Control）
■ 機　能 入力信号（Data，Data）の Tracking/Adjust 操作の選択を行います。

ヘッダ プログラム 問い合わせ レスポンス （文字数）

DAC DAC△m DCD? DCD△m1,m2,m3,m4
m1 (FIX1)
m2 (FIX1)
m3 (FIX1)
m4 (FIX1)

■ m の値 0: Tracking/Adjust OFF
1: Tracking ON (Adjust OFF)
2: Adjust ON (Tracking OFF)
※ イニシャライズ時、電源投入時は DAC 1 状態で起動します。

■ コマンド種別 シーケンシャル・コマンド

■ 使用制限 次の設定条件の場合は、無効となります。

（1） Auto search を実施中の場合

（2） Eye margin 測定を実施中の場合

（3） FD にアクセスを実施中の場合

■ 使用例 プログラム： 入力信号の操作指示を Tracking/Adjust OFF に設定を行う場合

OUTPUT△700;”DAC△0”

問い合わせ： 入力信号の操作指示が Tracking/Adjust OFF に設定されている場合

OUTPUT△700；”DCD?”
ENTER△700；B$
PRINT△B$

↓

DCD△0，0，0，0 を出力します。

問い合わせ時のレスポンスパラメータは次の通りです。

DCD△m1,m2,m3,m4
m1:DATA/NDATA（0:DATA／1:NDATA）

m2:Tracking/Adjust
（0:Tracking/Adjust OFF／1:Tracking ON／2:Adjust ON／-1:無効）

m3:Single/Differential（0:Single／1:Differential）
m4:Term. Condition（0:Single/50Ω／1:Differential/100Ω）
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109）DSD 入力信号数の選択（Data Single/Differential select）
■ 機　能 対象入力信号の数を選択します。

ヘッダ プログラム 問い合わせ レスポンス （文字数）

DSD DSD△m DCD? DCD△m1,m2,m3,m4
m1 (FIX1)
m2 (FIX1)
m3 (FIX1)
m4 (FIX1)

■ m の値 0: Single
1: Differential
※ イニシャライズ時、電源投入時は DSD 1 状態で起動します。

■ コマンド種別 シーケンシャル・コマンド

■ 使用制限 次の設定条件の場合は、無効となります。

（1） Auto search を実施中の場合

（2） Eye margin 測定を実施中の場合

（3） FD にアクセスを実施中の場合

■ 使用例 プログラム： 対象入力信号を Single に設定を行う場合

OUTPUT△700;”DSD△0”

問い合わせ： 入力信号の操作指示が Single に設定されている場合

OUTPUT△700；”DCD?”
ENTER△700；B$
PRINT△B$

↓

DCD△0，0，0，0 を出力します。

問い合わせ時のレスポンスパラメータは次の通りです。

DCD△m1,m2,m3,m4
m1:DATA/NDATA（0:DATA／1:NDATA）

m2:Tracking/Adjust
（0:Tracking/Adjust OFF／1:Tracking ON／2:Adjust ON／-1:無効）

m3:Single/Differential（0:Single／1:Differential）
m4:Term. Condition（0:Single/50Ω／1:Differential/100Ω）

9-147
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110）RRC 供給クロック選択（external/RecoveRy Clock select）
■ 機　能 供給クロック源の選択を行います。

ヘッダ プログラム 問い合わせ レスポンス （文字数）

RRC RRC△m DRC? DRC△m1,m2
m1 (FIX1)
m2 (FIX1)

■ m の値 0: External
1: Recovery
※ イニシャライズ時、電源投入時は RRC 0 状態で起動します。

■ コマンド種別 シーケンシャル・コマンド

■ 使用制限 次の設定条件の場合は、無効となります。

（1） Auto search を実施中の場合

（2） Eye margin 測定を実施中の場合

（3） FD にアクセスを実施中の場合

■ 使用例 プログラム： クロックを External に設定を行う場合

OUTPUT△700;”RRC△0”

問い合わせ： クロックが External に設定されている場合

OUTPUT△700；”DRC?”
ENTER△700；B$
PRINT△B$

↓

DRC△0，0 を出力します。

問い合わせ時のレスポンスパラメータは次の通りです。

DRC△m1,m2
m1:External/Recovery（0:External／1:Recovery）
m2:Recovery Frequency(0 to 637／-1:無効)
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112）RFQ Recovery周波数設定（Recovery FreQuency）
■ 機　能 Recovery 周波数の設定を行います。

ヘッダ プログラム 問い合わせ レスポンス （文字数）

RFQ RFQ△m DRC? DRC△m1,m2
m1 (FIX1)
m2 (FIX1)

■ m の値 0: 62.5MHz/3G CR
1: 70.3MHz/3G CR
2: 78.1MHz/3G CR
3: 85.9MHz/3G CR
4: 93.8MHz/3G CR
5: 100.0MHz/3G CR
6: 125.0MHz/3G CR
7: 140.6MHz/3G CR
8: 156.3MHz/3G CR
9: 171.9MHz/3G CR
10: 187.5MHz/3G CR
11: 200.0MHZ/3G CR
12: 250.0MHz/3G CR
13: 281.3MHz/3G CR
14: 312.5MHz/3G CR
15: 343.8MHz/3G CR
16: 375.0MHz/3G CR
17: 400.0MHz/3G CR
18: 500.0MHz/3G CR
19: 562.5MHz/3G CR
20: 625.0MHz/3G CR
21: 687.5MHz/3G CR
22: 750.0MHz/3G CR
23: 800.0MHz/3G CR
24: 1.000GHz/3G CR
25: 1.125GHz/3G CR
26: 1.250GHz/3G CR
27: 1.375GHz/3G CR
28: 1.500GHz/3G CR
29: 1.600GHz/3G CR
30: 2.000GHZ/3G CR
31: 2.250GHZ/3G CR
32: 2.500GHz/3G CR
33: 2.750GHz/3G CR
34: 3.000GHz/3G CR
35: 3.200GHz/3G CR (Default:3G Unit が最大の場合)
36: 4.250GHz/4G CR (Default:4G Unit が最大の場合)
37: 9.900GHz/10G CR (Default:10G Unit が最大の場合)
38: 以降 2MHｚ Step で 11.1GHｚまで(~637)
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※ イニシャライズ時、電源投入時は上記 Default 状態で起動します。

■ コマンド種別 シーケンシャル・コマンド

■ 使用制限 次の設定条件の場合は、無効となります。

（1） Auto search を実施中の場合

（2） Eye margin 測定を実施中の場合

（3） FD にアクセスを実施中の場合

■ 使用例 プログラム： 周波数を 62.5 MHz に設定を行う場合

OUTPUT△700;”RFQ△0”

問い合わせ： 周波数が 62.5 MHz/に設定されている場合

OUTPUT△700；”DRC?”
ENTER△700；B$
PRINT△B$

↓

DRC△1，0 を出力します。

問い合わせ時のレスポンスパラメータは次の通りです。

DRC△m1,m2
m1:External/Recovery（0:External／1:Recovery）
m2:Recovery Frequency(0 to 637／-1：無効)
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113）DTC 終端の差動選択（Data Term. Condition）
■ 機　能 終端の差動選択を行います。

ヘッダ プログラム 問い合わせ レスポンス （文字数）

DTC DTC△m DCD? DCD△m1,m2,m3,m4
m1 (FIX1)
m2 (FIX1)
m3 (FIX1)
m4 (FIX1)

■ m の値 0: Single/50Ω
1: Differential/100Ω
※ イニシャライズ時、電源投入時は DTC 0 状態で起動します。

■ コマンド種別 シーケンシャル・コマンド

■ 使用制限 次の設定条件の場合は、無効となります。

（1） Auto search を実施中の場合

（2） Eye margin 測定を実施中の場合

（3） FD にアクセスを実施中の場合

■ 使用例 プログラム： 差動選択を Single/50Ωに設定を行う場合

OUTPUT△700;”DTC△0”

問い合わせ： 差動選択が Single/50Ωに設定されている場合

OUTPUT△700；”DCD?”
ENTER△700；B$
PRINT△B$

↓

DCD△0，0，0，0 を出力します。

問い合わせ時のレスポンスパラメータは次の通りです。

DCD△m1,m2,m3,m4
m1:DATA/ NDATA（0:DATA／1:NDATA）

m2:Tracking/Adjust
（0:Tracking/Adjust OFF／1: Tracking ON／2:Adjust ON／-1 無効）

m3: Single/Differential（0:Single／1:Differential）
m4:Term. Condition（0:Single/50Ω／1:Differential/100Ω）
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